
（令和４年３月２４日）    金属課ヒアリング提出資料           全国鉄鋼販売業連合会 

１．普通鋼鋼材の在庫状況見通し（全国市中数量調査の自社所有分による） 

＊上段は前期比在庫増減、中段［ ］は在庫水準、下段（  ）は在庫水準前期比（％）（自社所有分に限る） 

点線内は全鉄連による予想数字（  ）内は誤差率＝予想値÷実績 

令和３年８月末 令和３年１１月末 令和４年２月見通し 令和４年５月見通し             

＋２５千トン 

［ １９９８千トン ］ 

（１０１．３％） 

＋９６千トン 

[ ２０９４千トン] 

（１０４．８％） 

＋７７千トン 

[ ２１７１千トン] 

（１０３．７％） 

－８５千トン 

[ ２０８６千トン] 

 （９６．１％） 

           

１９５６千トン(97.9) ２０４４千トン(97.6) ＊      ＊             

 

２．前述の在庫増減がそれぞれ市況に及ぼした影響 

令和３年９月末 令和３年１２月末 令和４年３月見通し 令和４年６月見通し 

鉄筋、Ｈ形鋼、Ｃ形鋼の

平均市況は115,400円。 

前期比+12,700円。 

大型物件は見受けられた

ものの中小建築案件は思

ったほど出なかった。加

工は小口中心だが増加。

流通が慎重な仕入をして

いることから在庫は増え

なかった。メーカー値上

げの転嫁を徐々に進めた

が、採算まで届かず。コ

ラムと軽量Ｃ形鋼だけは

極端にタイトな状況であ

った。 

鉄筋、Ｈ形鋼、Ｃ形鋼の

平均市況は123,400円。 

前期比+8,000円。 

秋需が伸び悩んだ需要期

となった。建築について

大型物件は順調ながら、

中小物件は変わらず低

調。１２月に入り落ち込

んだ。流通は需要見合い

の仕入をした在庫の過剰

感はなかった。スクラッ

プ価格は弱含みだが高

炉、電炉ともメーカーは

強気姿勢を崩していな

い。製造業関連では建産

機は好調、自動車の減産

から薄板在庫は増加。 

大型物件について物流倉

庫、データセンター等が

好調。中小案件は１～２

月不需要期で低調に推移

し、３月以降に出始めて

くると予想していたがロ

シア・ウクライナ情勢の

影響などで先行き不透明

となり延期や中止が出て

いるようだ。流通各社、

仕入を抑えているため在

庫に過剰感はない。３月

頃より土木関連の引合い

が増え、歯抜けサイズも

散見されている。建産機

は堅調なものの自動車、

トラックは半導体不足の

影響もあり、生産調整が

続き低調。 

大手ファブでは山積みが

確保されており、大型物

件はこのまま堅調に推移

すると思われる。中堅以

下のファブでは山積みが

低い状態が続いているた

め中小物件の回復は不透

明。スクラップ価格が上

昇していることからメー

カーの雰囲気が一変し、

価格について強気姿勢と

なっている。鋼板類に関

しては現状メーカーから

の引取り要請が厳しく苦

労しているが、新年度以

降、徐々に在庫は減少傾

向と予想される。 

 

３．在庫積み増し、あるいは削減の意欲または方針 

１月の仕入量は 145,645 トン前月比－9.3%、前年同月比－3.8%、販売量は 131,947 トン前月比－9.8％、

前年同月比－8.6%。仕入量・販売量ともに前月比減少、前年同月比でも減少となりました。在庫量は242,772

トン前月比+6.0%、前年同月比＋8.9%、在庫量は前月比、前年同月比ともに増加しました。在庫率は 184.0

ポイントと大きく上昇しました。 

１月の販売は不需要期の季節的要因もあり、どの品種も動きが悪く、特に建築は中小物件が少なく、あっ

ても価格の厳しい状況が続いています。荷動きの悪さから在庫は増加しました。 

 

４．大阪の動向 

1 月、2 月は稼働日数が少なく、荷動きは低調であった。1 月比では 2 月の出荷は増加となったが、予想

より悪かったことから在庫は増加した。3 月は稼働日数が増える事、また先高感から一部の商品に仮需が発

生し、出荷 は増える予想も、入庫も期末でメーカーの出荷が増える事が予想され在庫は横這いもしくは増加

が予想される。4~6 月の需要見通しについては、建産機は好調を維持しており、また建築関係も大型案件は

順調も、中小案件は相変わらず低調で遅れ気味。4月頃から仕事が 出てくるとの話しであり、中小案件の出

かた次第で、流通の需要感が変わりそう。予想通りになる事に期待したい。 


